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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、連携大学およびパートナー企業との産学連携体制のもとで、次世代の PLM

のリファレンスモデルの新提案として、「製品戦略プロセス（製品企画・製品開発・工場システ
ム、および需給戦略・生産マネジメント、SCM など）」のさまざまな業務プロセスの統合化を
図ることである。さらに、それらの業務プロセスの統合化を実現するために、それぞれの業務
プロセスの実行・運営に必要となる各種の IT システムや目的別 BOM データベースを整備す
ることである。 

 

 

研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to propose the integration of various business processes 

related to the "product strategy” containing project planning, product development, 

factory system management, supply-and-demand planning strategy, production control, SCN, 

etc. Furthermore, it is reaching and developing in various IT systems and the BOM database 

required for execution and management of each business process in order to recognize the 

unification of those business processes. 
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１．研究開始当初の背景 

 平成 17 年度に申請採択された「統合化製
品ライフサイクルマネジメントによる事業
創造プロセスのモデル化と管理方法」では、
主に製品設計、生産技術、生産管理の統合化
業務プロセスに取り組み、精力的に 4 年間に
わたり研究を進めてきた。この研究成果の意
義は、従来は製品開発プロセスの早期の段階
ではコンカレント化が難しかった製品設計、
工程計画、そして生産管理に対して、それぞ
れ相互の関連性をもたせて進めることがで
きる製品開発の統合化業務プロセスをモデ
ル化したことと、各種の技法や、目的別の各
種の部品表(BOM: Bill Of Material)データベ
ースを構築できたことである。 

その研究過程でパートナー企業との産学
共同研究を積極的に推進し、製品戦略・製品
開発領域における国内外研究者への訪問調
査や情報交換を精力的に行なってきた。 
 その結果、従来型のマーケットニーズを後
追いしたボトムアップ的な事業展開で製品
開発をすると、製品プラットフォームや製品
機能の共用化、部品の共通化が進まず、収益
性が望めない事業活動になることがわかっ
てきた。さらに、優れた製品を効率的に開発
して販売量が増えたとしても、競合他社との
参入障壁が低く、狙った市場セグメントで差
別化できない場合には、それが利益に結びつ
かないという「コモデティ化」という深刻な
事態が起こり、近年、その対策が求められて
いることもわかった。加えて、製品開発活動
の過程で、経営企画部門に対し、製品設計お
よび生産技術や管理部門との組織的な連携
や情報共有化が進められない企業が散見さ
れている。 

以上のことより、個々の新製品の製品開発
活動の効率化はすでに実践されつつあるが、
わが国で実践的な研究が遅れている学術領
域として、製品開発の上位フェイズに相当す
る「製品戦略プロセス」のモデル化に関する
研究が急務であるといえた。 

そのような背景から、製品戦略プロセスに
包含する課題として、製品プラットフォーム、
技術プラットフォーム、製品ラインと、それ
らのライフサイクル管理に関する実践研究
を含めて研究領域を広げ、本研究に取組むこ
とにした。 
 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、連携大学およびパートナ
ー企業との産学連携体制のもとで、次世代の
PLMのリファレンスモデルの新提案として、
「製品戦略プロセス（製品企画・製品開発・
工場システム、および需給戦略・生産マネジ

メント、SCM など）」のさまざまな業務プロ
セスの統合化を図ると共に、それぞれの業務
プロセスの実行・運営に必要となる各種の IT

システムや目的別 BOM データベースを整備
することである。 

本研究の意義は、PLM に関わる企業内外
の関連部門、たとえば、製品企画、製品設計、
生産技術、さらには生産管理、購買管理／サ
プライヤ、物流・販売などのさまざまな業務
連携や情報連携が可能になることである。 

 

３．研究の方法 
 以下の 6つの研究課題に取組んできた。 
課題①：PLM 統合化業務プロセスのリファレ
ンスモデル 
課題②：プロジェクトマネジメント 
課題③：複数の製品ラインを俯瞰した製品ア
ーキテクチャ戦略 
課題④：製品アーキテクチャ戦略に対応した
工場システム計画 
課題⑤：需供戦略／生産マネジメント 
課題⑥：生産システムの構成法 
 
４．研究成果 
 研究開始から 4年目となる最終年度までを
通した全体的な成果としては、研究計画に基
づいて予定していた各種の理論、モデル、手
技法の研究開発がほぼ完了できたこと、それ
に加えて、パートナー企業における製品開発、
工場システム、生産マネジメント等の実務へ
それらをフィールドスタディとして試用で
きた。その上で、管理者や技術者に対する改
良に向けたヒアリング調査を実施し、研究成
果の有効性を確認できた。 

一方、研究成果の普及として、一般書籍の
出版、国際学会発表、国内学会での特別セッ
ション等において積極的に成果を発表でき
たと共に、オープンフォーラムの開催によっ
て積極的に成果を発信することができた。 
 以下に、当初の研究計画で掲げた 6つの課
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題ごとに具体的な研究成果を示す。 
課題①：製品企画と製品設計間を結ぶ「機

能設計の業務プロセス」を図形式で表現して
規定できる「記述モデル技法」を研究開発し
た。さらに、その記述モデルを用いて、自動
販売機の一部に機能設計を実施し、その技法
の実用可能性を確認した。 

課題②：複数品種の製品群に及ぶ製品開発
を「マルチプロジェクト管理」と捉え、それ
らの多品種製品群の全体系を製品ラインア
ップとしてまとめ、それらの製品群を構成す
る製品プラットフォーム・機能ユニット・各
種部品の共通化を図り、「バリエーション管
理」ができる技法を構築した。 

課題③：前述課題②をもとにした発展とし
て、複数の製品ラインや品種に対して製品ア
ーキテクチャ分析を実施して、共通機能モジ
ュールユニット／共通部品を考慮した設計
部品表(E-BOM)の表記方法を考案し、それを
自動販売機の複数製品群を対象として試用
した。 

課題④：最終製品組立ラインとそれに接続
されている複数のサブ組立ライン間に対す
る同期化の分析法と、各組立ラインに包含さ
れる各作業ステーション(WS)内で、複数の製
品品種を構成する個々の主要部品が、どこの
組立ラインや WS で、製造活動のために使用
または運搬されているのかを関連づけて可
視化する技法を開発した。 

課題⑤：最終製品組立ラインと各サブ組立
ライン間の工程間仕掛品数や、各ライン内の
各 WS 間の仕掛品数を、工場全体規模で 1 台
の自動販売機の生産スループットタイムを
観測する技法を開発し、自動販売機の工場全
体の観測へ実践し、収集データを解析した。 

課題⑥：最終製品組立用の多品種混合ライ
ンを対象として、現状のロット切替え方式か
ら 1個流し生産方式へ改良した場合を想定し
て、3D-CG 生産ラインシミュレータを活用し
た生産ラインのモデリングと、多品種の投入
順序のシミュレーション実験を一貫して行
える技法を開発した。 
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